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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　図４ｂに示す重み関数は、実装が特に簡単であり、また、全体として、またはウィンド
ウの中間点から測定して、０周期の範囲を表わす単独値によってパラメータ化しやすい。
図４に示す関数をパラメータ化する一例においては、この関数を

【数２９】

で表わすことができ、ここでＡは、測定ウィンドウに取り込まれるサンプルの数を表わし
、Ｂは、非ゼロ重みが適用される第１の部分４１（サンプルセットとみなすことができる
）で発生するサンプル数を表わす。ハードウエアまたはシステムは、このパラメータ化か
ら、非ゼロ重みづけが適用される測定ウィンドウ内の第２の部分４２の存在を推論するこ
とができる。後述するように、このパラメータ化方式は拡張可能である。
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